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論文内容要旨
 オーキシンは根の生長にも必要であると考えられているが,これを外部から与えると,地上部
 の生長を促進する濃度で根の生長は通常抑制される。著者はこの原因を明らかにすると共に,オ
 ーキシンの作用機作解明の手掛りを得る目的で大別して二つの研究を行った。一つは外部から一与
 えたオーキシン(インドール酢酸:IAA)の根による吸収とその代謝の追求であり,他の一つは
 オーキシンその他生長に影響を与える種々の物質の根治よび地上部の蛋白に対する影響の比較検
 討である。
 第一草根によるインドール酢酸の吸収
 Relnhoid(1954)がエンドウの上胚軸切片などによるIAA吸収には物理的過程と物質代謝
 的過程があることを報告して以来,若干の研究が行われているが,根による吸収の時間的経過は
 はっきりしてレ・ない。根の場合は少くも根が伸長し得る3ppm以下のIAA濃度での検討が必
 要であるから,実験は高濃度と低濃度の両方を用いて行った。IAA濃度の測定は3ppm以上
 はSalkowski試薬による比色,3ppm以下では。4泥惚子葉鞘生長テストによった。線によ
 るIAA吸収量は外液のIAA消失量によって表わし得ることを予め明らかにした。
 IAA吸収の時間的経過は三相に分けられる。第一相でまず直線的な吸収があり,第二相で吸
 収が低下し,第三相では急速な吸収が論こり外液中のIAAがなくなるまで続く。この吸収経過
 は第一相が認められる点で,従来報告された地上部諸器官によるIAA吸収と異なっている。
 第三相はioOppm以上の高濃度ではみられない。また切片をIAA溶液に沈めた場合は浮べた
 時より吸収量は少く,成熟した組織は若い組織より吸収量が多い。IAA溶液で適当な前処理を
 すると第3相に相当する急速な吸収が初めから沿こるようになるが,子葉鞘の場合(Wada1961)
 とちがい,'切片を水に浮べるだけの前処理でぱ急速な吸収は誇こらない。
 第二章根におけるインドール酢酸代謝
 吸収されたIAAの生体内代謝てついてはアスパラギン酸などとの結合(GOodetal・1956,
 その他),蛋白との結合(Siege1&Gaiston1953),IAA酸化酵素による分解が知られてい
 るが,時間的経過診よび奪えるIAA濃度との関係は明らかでないので,イネ。トウモ・コシ。
 エンドウの根に高濃度(30ppm〉低濃度(0.3ppm)のIAAを与えその生体内変化を詳細
 に検討した。IAAと細胞内物質との結合物はエタノール抽出後アセトニトリル・ヘキサンで分
 別抽出し,アセトニトリル部のみをペーパーク・マト法で調べた。低濃度IAAの代謝産物は発色
 による検出は不可能だが,IAAの代謝産物としてのインドール化合物がすべて生長促進作用を
 示すので。肋εno子葉鞘生長テストにより測定できる。
 高濃度IAAを与えた根には多くのインドール化合物が見出されるが,三種の植物に共通した
 物質はIAAとインドールアセチルアスパラギン酸(IAAsp)の二種だけである。エタノール
 抽出残渣はSalkowski試薬陽性であるが,エタノール・水に不溶性であり細胞内要素にIAA
 が吸着されたものと推定される。IAAと蛋白の結合物は検出されない。低濃度IAA処理の場
 合は各植物ともIAAとIAAspだけしか検出されない。
 組織内のIAA蓄積は外液からの吸収と並行している。纂一相で吸収蓄積されたIAAは第二相¢待期に完全に
 消失するが外液には相当量のIAAが残づている。IAAspはIAAが蓄積した後まもなく形成され島イネの根D
 磨砕液のIAA破壊能はIAA処理時間によって変動しIAA吸収の時間的経過と一致する。この結果は,
 IAA酸化酵素はIAAを与えることにより適応的に形成されるという報告(Galston&Dalberg1954)
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 と関連があるものと思われる。三種の植物はすべて天然オーキシンとしてIAAを含んでいると推
 定されるが,これは外部から与えた工AAと共に代謝され,与えた王AAの吸収代謝が終了した後
 再び蓄積する。その量はIAAを与えない根のオーキシン量よりも少い。
 これらの結果,低濃度IAAの吸収を左右する要因としてIAAspの形成,IAA酸化酵素活性
 の変動,細胞内要素へのIAAの吸着が基本的なものであることが判明したが,更に第二相で生体
 内IAA濃度が零になるにも拘らず吸収が停止することも重要た要素と考えられる。
 第三重根1こよるインドール酢酸吸収の再検討
 IAAの代謝系とIAA吸収の時間的経過の関係につき更に詳細な知見を得るためIAAの代謝
 に影響を及ぼすと考えられる物質のIAA吸収に対する影響を検討した。切り離さないエンドウの
 根による1ppmIAAの吸収を畏吸収管を用いた比色定量によって測定した。
 第一相での吸収量は外液のP鷺が低い程多く,第二相での吸収はOaチ+・M息++により促進され
 る。また第三相での吸収は蔗糖“マンニトール。アスパラギン酸・2,4一ジクロロフェノール・グ
 アヤコールφNaN3・モノヨ卦魎鐸駿・璽砒酸・2,4一ジニト・フェノール◎砒酸などによって抑捌さ
 れるが,その程度は物質によりかなりちがう。
 以上澄よび前項までの結果から吸収の時間的経過について次の結論を得た。(1)第一相の吸収は積
 極的吸収ではない。一第一相で吸収されたIAAの一部は酵素的に破壊されるかアスパラギン酸
 と結合し,他の一部は水。エタノール不溶性の細胞内要素に吸着され,組織内のIAA濃度が外液
 を上回る現象は見られないこと・アンカプラーによる吸収阻害がないことはこれを裏付ける。(2)第
 一相の吸収の多くは吸藩によるものである。一pHの低い溶液やSH試薬を与えると第一相で吸
 収されたIAAが第二相の時期に再び溶液中に出てくる。その量から計算すると,これが組織内で
 平均に分布しているなら組織中での濃度は外液濃慶の50～400倍にも達する筈であるが,その
 事実はない。従って外液中に再溶出したIAAは細胞内要繁に吸着されていたと推定される。子葉
 鞘などによるIAA吸収に第一相が見られないのはこのIAA吸着系を欠ぐためと考えられる。ま
 た外部から与えたIAAによる根の生長阻害の原因の一つとして工AA吸着系の存在が考
 えられる。1311AAを与えることによりIAAが根の細胞内へ透過するのを妨げる
 系が成立するのが第二相の原因である。一溶液中にIAAが相当量存在するのに組織内の[AA
 濃度が零となる事実がこれを支持する。この系はかそらくIAAが吸着されることにより成立する
ザ
 と,思われる。Oa++やMgによる第二相の吸収の増加はこれらのイオンがIAAの透過性を高める
 ためであり,Andreaeら(1960)が見たOa粋やMg++によるIAAsp形成の促進は間接的影
 響であると推定される。(4)第三相の吸収は第二相の吸収停止が何らかの仕組で解除されるために起
 り,急速な吸収はIAA破壊活性の増加によるものである。一これはIAA酸化酵素阻害剤によ
 りこの相の吸収が抑えられることで裏付けられる。
 第四章エンドウの根および上胚軸の蛋白に及ぼすオーキシンその他の物質の影響
 オーキシンの作用機作解明のため,オーキシンを与えた場合の生化学的変化についての多くの研
 究があ鈎蛋白質に対する影響の調査もその一つである。しかし植物の種類●器官などによりその
 結果はまちまちである。これを整理し生長と蛋白合成の関係を追求するのが本研究の目的である。
 エンドウの根の先端部。伸長部・成熟都寺よび上胚軸生長部から切片を切りとり,IAA・2,4一
 ジクロロ7エノキシ酢酸(2,4-1))噂アスコルビン酸(AA)。モノヨード齢酸(IodA)。
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 eaO12その他の溶液で5時間(根)または6時間(上胚軸)処理後蛋白を抽出した。
 切り離さない根の生長は実験に用いたすべての物質により抑制されるが,上胚軸切片の生長は与
 える物質によりうける影響が異なる。蛋白量に対する影響は処理後2時間位から認められるが処理
 時間が長すぎるとはっきりしなぐなる。また与える物質により異なった影響を示す。根に対する影
 響は部分によって異な多,伸長帯ではオーキシンにより増加,成熟部では減少する。Oa軒はオ
 ーキシンと反対の効果を示し,AAはすべての部分で増加させる。.赤冷よび近赤外光の照射は上胚
 軸切片の生長・蛋白量に影響を与えるが両者の間に規則的な関係は見られない。
 チセリウス型電気泳動装置による蛋白の質的調査はると根の蛋白は部分によって構成成分が異る
 が,IAA・ea++。IodAの影響も根の部分によりちがう。上胚軸切片の蛋白に対するこれら物
 質の影響は明らかでないが,赤むよぴ近赤外線照射により著るしい影響をうける。
 これらの結果から次の諸点が明ら力捉なづた。(1)根齢よびと胚軸腹片¢生長に対する影響と蛋白量に対する
 影響は必しも並行しないり(211AA・IcdAの如く根の生長と伸長部の蛋白量に対し同様な影響を示すもので
 も質的な影響はちがうから,生長と蛋白の関係の研究には質的検討が不可欠である。(3)オーキシン
 の蛋白量に対する影響についての従来の混乱は,部分による反応性の相違,共存する物質,処理時
ノ
 間,光条件など多ぐの条件により異った影響をうけるためと思われる。(4)最近Nooden翫Thimann
 (1963,ig65)が提唱した「生長に特異的なただ一種の蛋白」の形成または増減が生長に直結す
 るという仮説は,種々の植物体構成蛋白に対する直接間接の影響の総合されたものが生長に対する
 影響として表われると云いかえた方がより合理的と思われる。(5)Ga十+がオーキシンと逆の作用を
 示すことは,分一キ.シンによる生長阻害が適当な濃度のGa++処理で弱められる(Burstrbm
 1957)事実と関連があると考えられる。(6)オーキシン処理に対する生長反応が根と上胚軸切片と
 で異なる原因として,炎々を構成する異った蛋白が異った影響をうけることがあげられる。
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論文審査要旨
 本論文はな沿不明の点が多い根に寿げるオーキシン問題の解.明の一助として,根に沿けるオーキ
 シン代謝の詳細な研究を行ったもので,四章より成る。従来この種の研究は比色法を利用するため,
 根の生長不可能な高濃度オーキシンで行われているが,著者は根が伸長し得る低濃度での実験の必
 要性を強調し,高低両濃度のインドール酢酸(IAA)を使用している。低濃度IAAの定量には
 勘θ郷切片テストを用いるため大きな労力を必要とする。
 第一章ではイネの根によるIAA吸収の時間的経過を調べ,吸収経過が三相に区別されることを
 認めた。第一相で直線的吸収が沿こり,つづく第二相では吸収が停止または著るしく減少,第三相で
 急速な吸収が再開され,外液中のIAAがなぐなるまでつづく。更に実験条件がこの三相に及ぼす
 影響も検討し,これらの結果を従来の地上部での観察と比較考察している。
 第こ,第三両蓋ではIAAの吸収,吸収されたIAAの生体内代謝,IAA代謝に影響を及ぼす
 種々の物質のIAA吸収に対する影響をイネ。エンドウ・トウ.モロコシの根を用いて調べた。その
 結果,IAAの吸収を左右する要因は,細胞内要素へのIAAの吸着,インドールアセチルアスパ
 ラギン酸の形成,IAA透過性の変化,IAA酸化酵棄活性の変動などであることを認め,吸収の
 各相につき次の事実を明らかにした。(の第一相の吸収は積極的吸収ではない。耳(2)第一相で相当量の
 IAAが細胞内要素に吸藩される。〔3}第二相ではIAAが細胞内へ透過するのを妨げる系が成立す
 る。(4)第三相の吸収はこの系が何らかの仕組で解除されるため起り,急速な吸収はIAA破壊活性
 の増加による。
 第四章ではIAAその他種々の物質の蛋白代謝に対する影響をエンドウの根と上胚軸で調べた。
 物質の生長への影響と蛋白量への影響は必しも並行しないこと,生長と蛋白量に同様な影響を示す
 物質間で蛋白に与える質的影響がちがうことなどから,生長と蛋白の関係の研究には蛋白の質的検
 討が重要であることを強調している。また蛋白量に対するオーキシンの影響に関する従来の結果が
 混乱している原因について論議し,・更に根と地上部のオーキシンに対する反応性のちがいを蛋白代
 謝の面から考察している。
 以上の研究は根にかけるオーキシン問題のみ友らず,一般的に生長生理学に寄与する所が大きい。
 よって猪狩盛夫提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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